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はじめに

建設省では，請負業者の適正な選定および指導

育成に資することを目的として，直轄工事を対象

に工事成績の評定を実施しています。工事成績評

定について，より適切な内容とするため改正を視

野に入れた試行を行うとともに，新・工事成績評

定要領（案）について意見募集を行うこととしま

した。

改定の背景

工事の成績評定は請負業者の適正な選定および

指導育成に資することを目的として昭和４２年に始

まり，幾度の改定を経て現在に至っています。最

近では，平成８年１月にとりまとめられた「公共

工事の品質に関する委員会」報告を受けて，公共

工事の品質確保・向上のためには成績評定の積極

的な活用が有効であるため，評価項目等について

発注者間での全国的な統一を行い共通の企業評価

項目として経営事項審査等に採用すること，およ

び成績評定の透明性を高める観点から，受注者に

評定結果を通知することとしました。

また，企業の技術力の適正な評価について，平

成１２年３月にまとめられた「発注者責任を果たす

ための具体的施策のあり方（発注者責任懇談会）」

では，
引渡し時の成績評定（従前の工事成績評
定）に加え，施工プロセスの評価が必要，�最低
限必要となる「基本的な技術力・能力」に加え，

「優れた技術力・能力」の評価が必要，と報告さ

れており，今回それを具体化するべく作成した新

・評定要領により試行を行うものです。

工事成績評定の全般的な
改定方針


 発注機関共通に使える評定基準とする。

� 現行の評定点を分解して保有（評定項目別

点，VE点，難易度点）。

・評定項目別点：工事ごとに，評定合計点と細

目別点を保有。今回の評定要領の対象
����������������

・難易度点：工事ごとに，工事完了後点を保有。

・VE点：提案企業ごとに保有。

� 工事完了時の通知事項は，評定点，難易度点

および評定項目別点。


 工事完了後，修正があった場合は改めて通知。

� 評定点に対する説明を求められた時は，評定

評価委員会（設置済み）で審議し書面回答。

� さらなる不服等に対しては，局の評定審査委

員会（新設第三者機関）で審議し，結果を回答。

工事評定要領に関する
主な改定内容

これまでの評定要領に対して，より一層の適正

かつ的確な評定の実施を図るために本要領（案）

では，以下の改定を考えています。


 減点方式だけでなく，優れた技術力，創意工

夫をより加点評価

新たに評価項目として設けた「高度技術力」

「創意工夫」については，工事内容を十分吟味し

た上で一定範囲内で加点評価する。その際，客観

性を確保するために，技術副所長および発注担当

課長の合議とした。

� 優れた技術力の内訳が分かるように記録を残

す

単なる数量的評価だけではなく，どのように優

れていたのかが分かるようなキーワードを残して

それをデータベース化し，次回以降の発注時に使

用できるようにした。

� 悪質な施工者の排除のため，不良行為等に対

しては大きく減点

「法令遵守等」として新たに評価項目を設け，
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関係法令等を遵守し，無事故・無違反で工事を実

施したかどうかを評価。処分内容に応じ減点方式

で評定し，最大で２０点減点する。


 定量化した基準

共通仕様書等の内容を盛り込んだ該当項目別チ

ェック方式とし，評定者の恣意が入りにくくチェ

ック項目に応じて評定点が決まるようにした。ま

た，出来形や品質では，具体的に規格値に対する

バラツキの程度を確認。品質，出来映えでの確認

すべき項目を工種ごとに設定した。

� 施工途中の監督職員の把握事項を記録し，検

査官の成績に反映

施工プロセスの評価として，施工途中で施工の

実態を把握している主任監督員のウエイトを重く

するとともに，施工途中の監督職員の把握事項を

所定様式で記録し，技術検査官の成績にも反映さ

せる。

評価項目等

� 評価項目


 施工体制

・施工体制一般：施工体制および施工管理体制の

評価

・配置技術者：現場代理人，主任（監理）技術

者，専任技術者等の職務の執行および技術的判

断に関しての評価

� 施工状況

・施工管理：施工計画書に基づき，適切かつ効率

的な施工管理を実施しているかどうかの評価

・工程管理：適切な工程管理を実施しているかど

うかの評価

・安全管理：安全管理措置を適切に実施している

かどうかの評価

・対外関係：対外調整，周辺環境対策等に対し

て，適切に実施しているかどうかの評価

� 出来形および品質

・出来形：目的物の出来形の水準を評価

・品質：目的物の品質水準を評価

・出来ばえ：目的物の仕上げやすりつけ等の出来

ばえの評価，および機能の評価


 高度技術

・高度技術力：施工規模や工法等の難しさ，厳し

い自然環境・社会条件に対して高度な技術力を

もって対応したものの評価

� 創意工夫

・創意工夫：施工，品質，安全衛生等について，

創意工夫をもって対応したものの評価

� 社会性等

・地域への貢献：環境保全，地域とのコミュニケ

ーションや地域活動への参加，地域への援助等

で，地域に貢献した内容の評価

� 法令遵守等

関係法令等を遵守して，無事故・無処分で工事

を実施したかどうかの評価

� 評価方法

・原則，上記項目ごとに a～eで評価を行う。

a．各項目に対して他の工事の模範となる能力

を発揮した。もしくは，模範となる成果が認

められた。

b．各項目に対して，優れた能力を発揮した。

もしくは，優れた成果が認められた。

c．受注者として最低限求められている事項を

満足させた。

d．各項目に対して，不適切な事象が認められ

た。

e．重大な欠陥または不誠実行動が認められ

た。

・「高度技術」「創意工夫」については一定範囲

内で加点評価。

・「法令遵守等」については一定範囲内で減点評

価。

新・工事成績評定の試行の概要

本要領（案）に基づいて平成１２年１１月から平成

１３年１月にかけて，全国で２００件程度の工事にお

いて試行を実施します。

意見募集および今後の予定

現在，建設省ホームページ（http : //www.

moc.go.jp/tec/）において本要領（案）を公表

し，各方面からのご意見を募集しています。平成

１３年１月までの各地建での試行結果およびいただ

いた意見等を踏まえ，内容を修正し平成１３年４月

からの本運用を予定しています。
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て
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２２ 建設マネジメント技術 2001年 1月号



別
紙
―
２
�

工
事
成
績
採
点
の
考
査
項
目
の
考
査
項
目
別
運
用
表

［
記
入
方
法
］

該
当
す
る
項
目
の
□
に

マ
ー
ク
を
記
入
す
る
。

（
主
任
監
督
員
）

考
査
項
目

細
別

a
b

c
d

e

１
．施
工
体
制
�
．施
工
体
制
一
般

施
工
体
制
が
適
切
で
あ
る

他
の
事
項
に
該
当
し
な
い

施
工
体
制
が
や
や
不
備
で
あ
る

施
工
体
制
が
不
備
で
あ
る

□
作
業
分
担
と
責
任
の
範
囲
が
施
工
体
制
台
帳
，
施
工
体
制
図
で
確
認
で
き
る
。

□
工
事
カ
ル
テ
の
登
録
が
期
限
内
に
行
わ
れ
て
い
る
。

□
品
質
証
明
体
制
（
品
質
証
明
員
，
資
格
）
が
確
立
さ
れ
，
有
効
に
機
能
し
て
い
る
。

□
建
退
共
制
度
の
主
旨
の
説
明
・
証
紙
の
購
入
が
適
切
に
行
わ
れ
て
い
る
。

□
請
負
代
金
内
訳
書
が
期
限
内
に
提
出
さ
れ
て
い
る
。

□
施
工
体
制
台
帳
，
施
工
体
系
図
が
整
備
さ
れ
，
施
工
体
系
図
も
現
場
に
掲
げ
ら
れ
，
現
場
と
一
致
し
て
い
る
。

該
当
項
目
が
８０
％
以
上
…
…
…
…
…
…
…
…
…
b

該
当
項
目
が
６０
％
以
上
８０
％
未
満
…
…
…
…
…
c

該
当
項
目
が
６０
％
未
満
…
…
…
…
…
…
…
…
…
d

□
施
工
体
制
が
不
備
で
あ
り
，
監

督
職
員
か
ら
文
書
に
よ
り
改
善

指
示
を
行
っ
た
。

上
記
該
当
事
項
が
あ
れ
ば
…
…
e

�
．配
置
技
術
者

（
現
場
代
理
人
等
）

a
b

c
d

e

技
術
者
が
適
切
に
配
置
さ
れ
て
い
る

技
術
者
が
ほ
ぼ
適
切
に
配
置
さ
れ
て
い
る
他
の
事
項
に
該
当
し
な
い

技
術
者
の
配
置
が
や
や
不
備
で
あ
る
技
術
者
の
配
置
が
不
備
で
あ
る

□
現
場
代
理
人
と
し
て
，
工
事
全
体
の
把
握
が
で
き
て
い
る
。
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行
わ
れ
て
い
る
。

□
作
業
環
境
，
気
象
，
地
質
条
件
等
の
困
難
克
服
に
努
め
て
い
る
。

□
施
工
等
に
伴
う
創
意
工
夫
ま
た
は
提
案
に
よ
り
，
品
質
，
出
来
形
，
出
来
ば
え
の
向
上
に
努
め
て
い
る
。

□
部
下
や
下
請
の
施
工
体
制
，
施
工
状
況
を
把
握
し
て
い
る
。

□
主
任
技
術
者
又
は
，
監
理
技
術
者
と
し
て
技
術
的
判
断
に
す
ぐ
れ
良
好
な
施
工
に
努
め
た
。

□
作
業
主
任
者
を
選
任
し
配
置
し
て
い
る
。

該
当
項
目
が
９０
％
以
上
…
…
…
…
…
…
…
…
…
a

該
当
項
目
が
８０
％
以
上
９０
％
未
満
…
…
…
…
…
b

該
当
項
目
が
６０
％
以
上
８０
％
未
満
…
…
…
…
…
c

該
当
項
目
が
６０
％
未
満
…
…
…
…
…
…
…
…
…
d

□
現
場
代
理
人
等
の
技
術
者
配
置
が
不
備
で
，
監
督

職
員
か
ら
文
書
に
よ
り
改
善
指
示
を
行
っ
た
。

□
専
門
技
術
者
が
配
置
さ
れ
て
い
な
い
。

１
項
目
で
も
該
当
あ
れ
ば
…
…
…
d

２
項
目
該
当
…
…
…
…
…
…
…
…
e
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